
【問２】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1のような，１辺の長さが a cmの正四面体 ABCDがある。辺 CDの中点を Eとし，

頂点 Aから三角形 BCDに垂線 AHをひく。このとき点 Hは，図２のように辺 BE上に
あり，垂線 AHは三角形 BCDを底面としたときの正四面体 ABCDの高さとなる。 
 
（１）辺 AEの長さを， aを用いて表しなさい。 
（２）線分 AHの長さを， aを用いて表しなさい。 
（３）正四面体 ABCDの体積を， aを用いて表しなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3のような，∠P＝∠R＝∠T＝ q90 ，∠Q＝∠S＝∠U＝ x，PQ＝RS＝TU＝ 3， 

QR＝ST＝UP＝ 3の六角形 PQRSTU がある。このとき，六角形の適当な３辺と辺を
共有する（辺が重なる）正三角形が２つ存在する。 
 
（４） xは何度か求めなさい。 
（５）条件に合うそれぞれの正三角形の１辺の長さを求めなさい。 
（６）（５）で求めた２つの正三角形のうち，１辺の長さが大きいものに対して，その正

三角形を４面にもつ正四面体の体積を求めなさい。 
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